
No.4-(5)

所要時間 2時間 活動場所 村内

活動人数 ― 所員の説明 有

時 期

準 備 物

貸出物品

概 要 指令書(暗号)を解き、問題を解いて、宝のありかを探す。

特記事項

・お宝は団体で用意してください。
・小雨でも行うことができます。
・制限時間を自由に設定できます。
・ヒントの神様の担当者と配置場所を決めてください。
　(配置場所は体育室や談話室といった場所で固定しておくと子供たちは探
　しやすいと思われます。)
・活動エリア内に、引率者３～５名程度配置し、安全管理を行ってくださ
　い。配置箇所は、別紙(引率者配置マップ)をご覧ください。
・説明開始15分前に、活動終了時間、集合場所、グループ数、引率者の配
　置箇所及び配置方法、ヒントの神様等について、管理事務室前にて担当所
　員と最終確認が必要です。

子どもの村　活動プログラム

子どもの村お宝探し

4～11月

グループごと…筆記用具、生活科バッグ、熊鈴(1グループに1つ＋引率者)
個人…雨具、水筒
団体…お宝

暗号、お助けカード、ヒントの神様用の解答、
イエローカード(引率者数)、熊鈴、解答
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子どもの村お宝探し

子どもの村　活動プログラム

活動内容

(1)集合・説明
　  ①集合場所にグループごとに集まる。
　  ②地図、解明表、熊鈴を各グループに配付する。
　  ③担当所員の説明を聞く。
　  ※ヒントの神様について
　　  　ヒントの神様とは、暗号、問題が分からないグループにヒントを教
　　  えてくれる人のこと。各グループに「お助けカード」を2枚配付し、
　　  分からない問題があればヒントの神様のもとへ行き、カードを渡し、
　　  ヒントを聞く。
　　  ヒントの神様は、専用の解答を見ながらヒントを教える。

(2)活動開始
　  ①例題を使いながら担当所員が活動内容を説明する。
　  ②説明終了後に暗号を各グループに配付。暗号が解けたグループから
　　  移動開始。
　  ③暗号を解いた際に出てきた場所へ行き、そこにある問題を解く。
　  ④解答用紙の四角の枠の文字を並び替える。
　  ⑤宝箱の中の「お宝引換券」をグループに1枚持ち、集合場所へ行く。

(3)活動終了
　  活動終了後は暗号がすべて揃っているか確認する。確認後に暗号、ヒン
　  トの神様用の解答、イエローカード、(貸し出しがあればバインダー)を
　  数を確認の上、管理事務室へ返却する。

　【暗号例】

　【問題例】
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活動内容

引率者配置マップ
　・赤丸は必ず配置してください。
　（青丸は必要があれば配置してください。）

子どもの村　活動プログラム

子どもの村お宝探し



No.4-(5) 子どもの村　活動プログラム

子どもの村お宝探し

活動内容

　解明
かいめい

表
ひょう


